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0. はじめに
日本語の名詞句、特に「A（名詞句）の B（名詞句）」という表現は、出現頻度が多いこと
に対してその意味は多彩で、適切な翻訳を行うことが難しいとされている。 
 本稿では、夏目漱石著作の『坊ちゃん』と同書の英訳書二冊を用いて、日本語の「A の B」
型名詞句と対応する英訳表現を対照し、その特徴を明らかにすることを目的とする。なお、
本文中の例文番号及び図表番号、例文の下線や二重下線等は特に断りのない限り筆者によ
るものとする。また、文献を引用する際、句読点にカンマ「，」やピリオド「．」が使用され
ていた場合、それぞれ読点「、」と句点「。」に置き換えた。 
1. 先行研究
1.1. 中野(2004) 
 中野(2004)は、鈴木(1978-1979)及び凱(2003)を継承した研究である。中野(2004)では、ノ格
の名詞連語の 6種の分類とそれらをさらに細分化した下位分類がある。以下に中野(2004)に
おける「名詞連語「ノ格の名詞＋名詞」のむすびつきの一覧」における「状況具体化のむす
びつき」の項目を引用する。ただし、各項目に振られている A-1-①などの番号は、中野(2004)
を参考に筆者が振ったものである。調査で使用する A-2-①から⑤の部分を太字で示した。 
A-2. 状況具体化のむすびつき 
A-2-① 「存在場所」と「ひと」とのむすびつき 
A-2-② 「存在場所」と「もの」とのむすびつき 
A-2-③ 「所属先」と「ひと」とのむすびつき 
A-2-④ 「出身地」と「ひと」とのむすびつき 
A-2-⑤ 「生産地」と「もの（生産物）」とのむすびつき 
A-2-⑥ 「時間」と「ひと」とのむすびつき 
A-2-⑦ 「時間」と「もの」とのむすびつき 
A-2-⑧ 「ばめん」と「ひと」とのむすびつき 
A-2-⑨ 「ばめん」と「もの」とのむすびつき 
1.2. 池原他(2002) 
 池原他（2002）は、「A の B」形式の名詞句を対象とする日英機械翻訳において、名詞の
文法属性と意味属性の情報によって、どれだけの精度で英語表現形式が決定できるかにつ
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いて検討した研究である。以下にその記述を要約する。 
 まず、『アンカー英和辞典』から得られた「A の B」型名詞句 2,000件より 1,104件を選定
した。得られた 1,104例の名詞句の英語表現形式を分類し、最も良く使用される英語表現形
式 8 種類を選び、その 8 種類について文法属性及び意味属性を考慮して、翻訳規則を作成
した。作成した翻訳規則を同じ和英辞書から取り出した別の 1,000件の名詞句翻訳に適用し
て、規則の精度を評価し、その結果に基づいて、文法属性と意味属性を使用した翻訳規則の
可能性について考察した。 
 評価の結果、作成した規則が適用できた名詞句は 83%である。そのうち、模範訳と一致し
た訳（◎印）は約 69%で、一致しないが正しいと判断される例（○印）を加えると正解率は
約 76%である。ほかに文脈によっては誤りとなるもの（△印）が 18％存在するが、これら
は必ずしも明確な誤りとはいえず、明確な誤り（×印）は 6％と比較的少ない。評価が×印
となった名詞句では時詞を含む表現（12件）、地名を含む表現（11件）人に関する表現（3
件）、比喩の表現（2 件）等が目立った。翻訳の失敗例では、場所や時間を表す名詞句が問
題となった。 
1.3. 目黒(2003) 
 目黒(2003)は、夏目漱石の『坊ちゃん』1の中で使われている格助詞「の」が、Alan Turney
氏の同書の英訳 BOTCHAN2の中で、" of " や " 's " 以外に、どのように翻訳されているかを
検討した小論である。以下にその記述を要約する。 
 格助詞「の」が "of" や "'s" 以外に翻訳されている例を分類すると、格助詞「の」に対応
する英訳（語句・部分）が確認できるもの、認められないもの、体言に付いた「の」がその
体言と共に英訳されているもの、「の」に続く体言とともに英訳され、上接する体言を修飾
していると考えられるもの、「の」を含む前後の語句を一つのまとまりとして英訳されてい
るものなどに大別できた。また、格助詞「の」に対応する英訳（語句・部分）の特定が困難
なものもあった。 
2.節以降の調査でもっとも多く見られた二つの英訳方法について、以下に例を示す。
A) 前置詞による訳
(1) ...but this vulgar crew were saying insulting things about the teachers. (p.140)
…教師の悪口をしゃべるんだから、下等だ。(p.113) 
 この他に、around, at, between, during, for, from, in, like, on, outside, to, with など様々な前置
詞による訳が見られた。 
B) 特定の品詞による訳
1 1906年にホトトギスに発表された、四国の松山を舞台とした、夏目漱石氏の小説。目黒(2003)では昭和
63年に角川文庫より出版されたものを調査に用いた。 
2 1972年に Kodansha International Ltd.から出版された Alan Turney氏訳の夏目漱石氏著『坊ちゃん』の英訳
書。 
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(2) She said straight away that she would go and look for a bamboo pole and get the
money back for me. (p.14) 
清はさっそく竹の棒を捜してきて、取ってあげますと言った。(p.10) 
 上記の例は、修飾機能を持つ名詞と共に「の」が訳されている例であるが、この他に形容
詞、形容詞相当語句（現在分詞、過去分詞＋前置詞、不定詞等）、副詞、副詞句と共に訳さ
れている例が挙げられている。 
2. 調査
本発表では、日本語の「A の B」についてその英訳表現を考察するべく、以下のような調
査を行った。1.1.節でみた中野(2004)で示されている「ノ格の名詞＋名詞」の分類に基づい
て、夏目漱石の『坊ちゃん』に出てくる「Aの B」型名詞句を分類した。さらに翻訳本から
その英訳表現を抜き出し、各分類ごとに何か特徴が見られないか考察を試みた。調査資料に
は、複数の翻訳本を用いることにより、翻訳者による主観や文体に影響されないようにし
た。調査には、以下の資料を用いた。 
夏目漱石(1988) 『坊ちゃん』角川文庫 
訳本 (A) Natsume, Souseki. (1906) Translated by Alan Turney. (1985) BOTCHAN. Kodansha. 
(B) Natsume, Souseki. (1906) Translated by Yasotaro Morii. Revised by J. R. Kennedy. (1918)
BOTCHAN (MASTER DARLING). Ogawa Seibundo. 
 また、単に「A の B」型名詞句とすると数が多いため、考察の対象とする名詞句を場所に
関するものに絞った。1.1.節において太字で示されている①〜⑤の部分が対象範囲である。 
3. 調査結果と考察
本調査の結果と考察について、3.1.節で全体的な特徴を述べたのち、特に注目すべき ofに
ついて 3.2.節で、その他の前置詞に見られた対立について 3.3.節で述べる。3.4.節ではその他
に見いだした特徴として翻訳者の違いが顕著に現れた部分とまとめる。 
3.1. 場所に関する「Aの B」型名詞句の英訳表現の特徴 
本調査では、多彩な意味をもつ「Aの B」型名詞句の英訳表現について、その意味分類ご
とにみることで翻訳方法に何か特徴が見られないかを調査する事が目的であった。特に、場
所に関する「Aの B」型名詞句を対象に絞った。調査の結果、場所に関する「Aの B」型名
詞句の特徴としては、前置詞を用いた表現と名詞 A を形容詞的に用いる表現が多いこと、
of以外の使用が多いことがあげられる。 
特に、of 以外の前置詞を用いた訳例が多いことが特徴的であると考えられる。筆者が予
備調査として、青空文庫の対訳コーパス3を用いて、場所に関する名詞句に限らず調査を行
3 内山将夫，高橋真弓. (2003)日英対訳文対応付けデータ 
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った際、得られた「A の B」型名詞句 252例のうち、42例が ofを用いた訳であり、それ以
外の前置詞を用いた例が 9例であった。場所に関するものに限定した今回の調査では、得ら
れた 76例中 ofによる訳が 19例、それ以外の前置詞を用いた例が 48例であった。なお、こ
の予備調査は、調査の手法に疑問の残るものであったため、本稿では参照していない。ただ
し予備調査の結果に多少の誤差があるとしても、場所に関する「Aの B」型名詞句について、
of以外の前置詞を用いた訳が多いということは少なくとも見いだす事ができる。 
また、①から⑤の分類ごとに何か違いや特徴が見られないかと考えたが、各分類ごとの例
が少ないこともあり、特に違いは見られなかった。 
3.2. 前置詞 of 
 前置詞 of の使用に関して、先行研究の白石(1999)で述べられていることと食い違う結果
が得られた。まず、白石(1999)における ofの意味範囲を以下に再掲する。
① 離れて He robbed her of money.
② 出所 the wines of France
③ 〜の（部分）と（全体） some of them
④ 材料 The desk is made of wood.
⑤ 根拠原因 He died of cancer.
⑥ 〜という（同格） all of them
⑦ 〜の（所有） a friend of mine
⑧ 〜にとって the love of God
⑨ 〜の（性質） a man of courage
⑩ 〜について a book of birds
（白谷 1999: 171 より引用） 
これによると、今回調査対象とした①から⑤の中で、of を用いた翻訳が可能であるとさ
れるのは、④「出身地」と「ひと」⑤「生産地」と「もの（生産物）」（白谷(1999)における
②出所にあてはまる）だけであるが、実際にはそれ以外の分類においても of を用いた訳が
されている。たとえば、白谷(1999)では、「高校の先生」は 'teacher at high school' と訳すの
が適切で 'teacher of high school' は不適切であるとしているが、今回筆者が行った調査では
「中学の先生」を 'teacher of middle school' と訳している例が見られた。これは、先行研究
と異なる結果である。 
3.3. 前置詞の対立 
 同じ前置詞を用いた表現をしていても、訳本(A)と訳本(B)との間で用いる前置詞が異なっ
ている例があった。以下にそれらの例を挙げる。ただし、例文(3)のような例は対象外とし
た。名詞 Aと名詞 Bの内容が大きく異なっていると判断したためである。 
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(3) それでも隣近所の連中はむしゃむしゃ旨そうに食っている。(1880)
(A) My fellow guests on both sides, apparently underterred, were busy devouring everything
as if this was some kind of splendid feast. (108) 
(B) Those around me, however, ate with ravenous appetite. (74)
 以下に前置詞の対立が見られた例を挙げる。主に、at と in の対立、from と of の対立が
あった。 
atと in の対立 
(4) だから清の墓は小日向の養源寺にある。(2490)
(A) And that's why her grave is in Yogen Temple in Kobinata. (143)
(B) So Kiyo's grave is in the Yogen temple at Kobinata. (98)
fromと ofの対立 
(5) …「越後の笹飴が食べたい」と云った。(208)
(A) 'I'd like some of those sweets from Echigo that come wrapped in bamboo leaves,' she said.
(13) 
(B) She wished to eat "sasa-ame" of Echigo province. (13)
 例文(5)は、⑤「生産地」と「もの（生産物）」に属する例である。先行研究の白谷(1999)
では、「甲府の葡萄」のような出所を表す表現は 'grapes from/of Koufu' と、of と from どち
らの使用も可能であると述べている。そのため、このような対立が見られるものと考えられ
る。 
このように、2つの翻訳を比較すると、同じ名詞句に対して使用する前置詞の対立がある。
これらの対立を見ていると前置詞の使い分けの複雑さが感じられる。これらの前置詞の対
立には、大きく 2つの理由が考えられる。1つは、どちらか片方が誤訳であるという可能性
である。本調査においての場合、訳本(A)の翻訳者が英語母語話者で、訳本(B)の翻訳者が日
本語母語話者であるため、どちらかといえば訳本(B)における翻訳が誤訳である可能性のほ
うが高い。しかしながら、訳本(B)における翻訳も日本語母語話者による翻訳であるものの
プロによる翻訳であること、また、英語母語話者によって監修がなされていることから、誤
訳である可能性は低いものと思われる。もう 1つの可能性は、上記における例のような名詞
句では、どちらの前置詞を用いることも可能であるというものである。英語における前置詞
使用の許容度の広さがうかがえる。 
3.4. 翻訳者による違い 
 2つの訳本(A)と(B)において、翻訳表現の違いが多く見られる。これらの違いの原因の一
つは翻訳者の違いによるものであることが考えられる。 
今回の調査で用いた訳本(A)と訳本(B)に関して言えば、(B)は前置詞による表現が多く、
(A)のほうがより多様な翻訳方法を用いていること、また用いる前置詞にも違いがあること
197
横田 桃子 
が挙げられる。以下にそれらの特徴がよく現れていたものを表２、表３としてまとめる。 
表 2: 「所属」と「ひと」 
原書 翻訳(A) 翻訳(B) 
名詞句 位置 No. 翻訳方法 頁数 翻訳方法 頁数 
1. 一校の教頭 1130 × 61 × 42 
2. 受持級の生徒 421 × 27 a) 前置詞 of 21 
3. 学校の職員や生
徒 
1130 
× 
66 
a) 前置詞 of
45 
4. 
学校の生徒 
496 a) 前置詞 from 31 a) 前置詞 in 23 
5. 1978 × 115 × 78 
6. 学校の生徒さん 2104 a) 前置詞 from 121 × 83 
7. 学校の先生方 1327 a) 前置詞 at 78 a) 前置詞 in 52 
8. 
下宿の婆さん 
1696 s) その他 98 a) 前置詞 in 67 
9. 1697 s) その他 98 a) 前置詞 in 67 
10. 1706 a) 前置詞 at 98 a) 前置詞 in 67 
11. 1717 s) その他 99 a) 前置詞 in 68 
12. 1990 × 115 a) 前置詞 in 79 
13. 2373 s) その他 136 × 93 
14. 下宿屋の婆さん 1698 s) その他 98 a) 前置詞 in 67 
15. 髪結所の親方 1619 × 94 a) 前置詞 of 63 
16. この学校の生徒 417 a) 前置詞 in 26 a) 前置詞 in 21 
17. 裁判所の書記 156 a) 前置詞 in 10 a) 前置詞 in 11 
18. 中学校の小使 748 h) 特定の品詞 45 × 32 
19. 
中学の教師 
1237 × 73 a) 前置詞 in 49 
20. 1241 h) 特定の品詞 73 a) 前置詞 of 49 
21. 2216 a) 前置詞 from 128 a) 前置詞 of 87 
22. 
中学の教頭 
1574 a) 前置詞 of 91 × 61 
23. 1732 h) 特定の品詞 100 a) 前置詞 of 69 
24. 中学の先生 674 h) 特定の品詞 41 a) 前置詞 of 30 
25. 法律学校の書生 603 h) 特定の品詞 37 a) 前置詞 of 27 
26. 宿のお婆さん 1300 s) その他 77 a) 前置詞 of 52 
27. 宿の亭主 431 s) その他 27 a) 前置詞 of 21 
28. 宿の夫婦 453 s) その他 28 × 22 
表 3: 「生産地」と「もの（生産物）」 
原書 訳本(A) 訳本(B) 
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名詞句 
位置
No. 
翻訳方法 頁数 翻訳方法 頁数 
1. 
越後の笹飴 
208 a) 前置詞 from 13 a) 前置詞 of 13 
2. 209 × 13 a) 前置詞 of 13 
3. 255 h) 特定の品詞 17 a) 前置詞 of 15 
4. 679 a) 前置詞 from 41 a) 前置詞 of 30 
5. 
高知の何とか踊り 
2120 h) 特定の品詞 122 a) 前置詞 of 83 
6. 2133 a) 前置詞 from 123 × 84 
 表 2 および表 3 では、訳本(B)における翻訳表現は、翻訳部分の特定が困難であったもの
（×）以外にはすべて前置詞を用いた表現がされている。それに対して、訳本(A)において
は、より多様な英訳表現が用いられている。また、用いる前置詞は、訳本(B)では、この 2つ
の結果表だけを見れば、in と of が用いられ、それに対して、訳本(A)前置詞 of の使用頻度
が低く fromの使用が多いことが見受けられる。 
 また、訳本(A)における翻訳者が英語母語話者であり、訳本(B)における翻訳者が日本語母
語話者である。つまり、日本語母語話者のほうが、「Aの B」型名詞句を前置詞を用いて訳
す傾向、前置詞 of を用いて”B of A”と訳す傾向が強いなどといったことが考えられる。し
かしながら、本調査では一人の英語母語話者の訳と一人の日本語母語話者の訳を比較した
だけである。そのため、本調査での結果のみでは、訳本(A)に見られたような特徴が英語母
語話者における英文の特徴で、訳本(B)に見られたような特徴が日本語母語話者における英
文の特徴であるとは言い切ることは難しい。 
 このような翻訳者による違いがでることには 2つの要因があると考えられる。1つは翻訳
者によって英文の書き方や文章を書くときの視点などに個人差があることである。もう 1つ
は英語という言語がこのような様々なバリエーションの許容する言語であるということで
ある。 
 このように翻訳者の違いによって翻訳表現にこれだけの差が出ることをふまえると、日
英対照の研究においてひとつの翻訳のみを調査するという方法には問題があると考えられ
る。 
4. まとめ
本稿では、日本語の「Aの B」という形式の名詞句の英語表現について、その英訳表現が
多様であり適切な翻訳を行うことが難しい点を問題視し、日本語の「Aの B」型名詞句につ
いての先行研究 2つと日本語の「Aの B」型名詞句の英訳表現についての先行研究を 3つ挙
げ、調査を行った。調査は、中野(2004)における日本語の「Aの B」型名詞句の詳細な分類
を用いて、その分類ごとに英訳表現になにか特徴が見られるのではないかという仮定に基
づいて行った。単に「Aの B」型名詞句を調査対象とすると数が膨大であるため、名詞 B が
具体名詞であり、かつ、場所に関係する名詞句に限定した。 
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 その結果、場所に関係する名詞句において、前置詞表現や名詞 A を形容詞的に用いる表
現が多いことや、前置詞表現において前置詞 of 以外の前置詞を用いた表現が多用されるな
どの特徴が見られた。特に、of以外の前置詞が多く用いられるという点は、場所に関するも
のに固有の特徴であると考えられる。場所に関係する名詞句をさらに詳細に分けた①〜⑤
の分類においては、各分類の例数が少なかったことも影響して、特にはっきりとした違いは
見られなかった。 
 また、先行研究である白谷(1999)ではどのような名詞句を of を用いて訳すことが可能で
あるかを論じていたが、白谷(1999)が ofを用いた訳が不適切であるとしていた例が、本稿に
おける調査結果では、of を用いて訳されているなどした。場所に関係する名詞句をさらに
詳細に分けた①〜⑤の分類においては、各分類の例数が少なかったことも影響して、特には
っきりとした違いは見られなかった。 
さらに、2種類の翻訳を比べることで、同じ「Aの B」型名詞句であっても、英訳の仕方に
ずれが多く見られた。前置詞を用いた訳をする場合であっても、用いる前置詞に違いがみら
れるなどした。前置詞の使い分けに関しては一つの決まった答えがあるわけではなく、許容
度の広さやゆれがあることがうかがえた。翻訳者の違いによって翻訳表現に差がでている
ことも考えられる。このような差が出ることを考えると、日英対照の研究において目黒
(2003)のようにひとつの翻訳のみを調査するという方法は不十分であると言える。 
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